
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

１ 土  

２ 日  

３ 月 全校朝会 お話し会 委員会 

４ 火 
朝読書 お話し会  

保護者会（5・6） 

５ 水 
朝学習 校内研究 

短縮４時間授業 

６ 木 
都学力調査（5） 

保護者会（1・2） 

７ 金 
朝学習 安全指導日 

保護者会（3・4） 

８ 土 
３時間授業 地域子供会 

避難訓練 

９ 日  

10 月 全校朝会 クラブ 

11 火 朝読書  

12 水 朝学習 なかよし班 

13 木  

14 金 朝学習 

15 土 葉かげのつどい 

16 日  

17 月 海の日 

18 火 朝読書  

19 水 朝学習 

20 木 
１学期終業式 ５時間授業 

給食終 

21 金 

夏季休業日始  

サマースクール始 

夏季水泳指導前半始 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火  

26 水  

27 木  

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  

7月の行事予定 

７月の保護者会について                 教務主任 

夏休み前の保護者会を行います。内容は、１学期の振り返り・通知

表・夏休みの見通し等について予定しています。今年度は通知表の項

目が昨年度と変わっており、そのご説明も予定しています。ご多用中

のことと思いますが、ご参加よろしくお願いします。 

○１、２年生（５時間授業）…７月６日（木）１４：４５より 

○３、４年生（５時間授業）…７月７日（金）１４：４５より 

○５、６年生（５時間授業）…７月４日（火）１４：４５より 

武石移動教室                ６年担任 

 ３泊４日間天候に恵まれ、ほとんどの予定を実施することができ

ました。きっと子供たちはたくさんの思い出をつくることができた

ことでしょう。また、子供たちは黒曜石体験で作ったアクセサリー

を嬉しそうにいつまでも身に付けていたのが印象的でした。生活班

では、一人一人がそれぞれの役割を責任もって行動することができ

ました。友達同士で声を掛け合いながら助け合う姿がとても立派で

した。今後、この移動教室で学んだことが家庭や学校の生活でも生

かせることを期待しています。 

着衣泳について               水泳担当 

 毎年夏になると、海や川において、着衣状態での水の事故が多数

報告されています。そこで着衣のままでの水泳は、水の抵抗を大き

く受け、思うように泳げないことを体験し、水着で泳ぐ場合との違

いを感じることや着衣での水泳では長い間浮くこと（浮き身）の練

習が大切であることを認識してほしいと思います。日程や持ち物に

ついては、別紙のプリントをご覧ください。 

キッズルームより          スクールカウンセラー 

心のふれあい相談員 
今まで周囲の様子を伺っていた子も徐々に自分色を出してくるよう

になりました。気温の上昇と共に自分の思いを伝えたい気持ちも熱くな

り、個性と個性がぶつかり合いながら、分かり合いながら日々励んでい

ます。お子様の様子が普段と違う、元気がない日が続いているなどお気

づきになりましたら、お早めにご連絡・ご相談ください。 

直通携帯番号 ０８０－２０１０－４３２６ 

７月の予定  

７／７．１４ (金)  

７／４(火) ．６(木) ．１０(月) ．１１(火) ．１３(木)  

開四小まつり                      特別活動主任 

６月２１日(水)、子供たちが楽しみにしていた開四小まつりが行わ

れました。各クラス工夫を凝らし大賑わいでした。特に６年生のお化

け屋敷は衣装やメイクも本格的で、廊下には行列ができていました。   

ご家庭でも段ボールや新聞紙等を用意していただき、ありがとうご

ざいました。保護者会の際、校内掲示の写真をぜひご覧ください。 

 

 

「かつては小学生だった」 ～あなたの小学生の頃のこと、教えてください～ 
K.H「最低でした。字は下手、不器用、ズボンはいつもずり落ちていて。 

３つ年上の姉が同級生に『おまえの弟のズボン、なんとかした方がいい』と言われる始末で。 
４年生の時リレーの選手になったことがきっかけで、そこから変わっていきましたね。」 
－スポーツ、得意ですものね。－ 

K.H「いや、いわゆる運動神経が優れているというのではない。努力型、真面目にやるタイプです。 
できない子だった自分が得意なことを一つ見付けて、そこから他にも広がっていきました。」 
－先生がいつも子供たちに伝えていることは、ご自分の経験がもとになっているのですね。― 

開四小教職員 K.H さん（談） 
 


